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タイトル 

第２期三木市財政健全化計画（案）に関する説明会を開催 

本件のポイント 

・第 2 期財政健全化計画（案）が必要となった原因や計画の方向性、今後の財政

収支の見通しなどについて、イメージしやすいようにできるだけわかりやす

く説明します。 

・説明会は 2回開催し、いずれの会場もどなたでも参加いただけます。 

説明文 

大きく変化する社会情勢でも安定した行政運営を続け、必要なサービスと未

来のまちづくりを支える、持続可能な財政基盤づくりを進めるため、今後の財政

健全化に係る 5 年間の目標や基本的な取組を定める「第 2 期三木市財政健全化

計画」（案）を公表しました。 

 この計画（案）を周知するとともに、市民の皆様の意見をいただくための説明

会を開催します。 

 

1 日時・場所 

日時 場所 

11月 13日（金） 午後 7時～午後 8時 中央公民館 

11月 20日（金） 午後 7時～午後 8時 吉川町公民館 

※ 両日ともに同じ内容です。どなたでもお越しいただけます。 

※ 事前申込は不要です。当日、直接会場にお越しください。 

2 内 容 

(1) 第 2 期財政健全化計画（案）の概要 

ア 計画期間   

令和 9（2027）年度～令和 13（2031）年度（5 年間） 

イ 目標 

①財政基金（※1）を「標準財政規模（※2）の 10％」（約 20 億円）確保 

②実質公債費比率（※3）を 18％未満に維持 

ウ 取組の方向性  

「支出の最適化」と「収入の確保」の 2 つの視点で事業を見直し 

(2) 質疑応答・意見交換 

※1 財政基金：市の「貯金」にあたるお金。災害や急な収入減に備えて積み立てています。 
※2 標準財政規模：市が標準的に使える 1 年間の一般財源（使い道が決まっていないお金）の規模。 
※3 実質公債費比率：収入に対する借金返済の割合。18％以上になると借入れに国・県の許可が必要。 



 

 

3 ホームページ 

https://www.city.miki.lg.jp/soshiki/91/39530.html 

  

 

 
 

本案件は次の SDGs 目標に関連します。  

 

 


